
こどもの意見表明とは 

―こどもがのびのび安心して意見を言える環境を創るためにー 

        2024 年 8 月 9 日  喜多 明人 

話の流れ 
      前半 45 分  なぜ、いま、こどもの意見表明なのか 
              ＜休憩＞ 
      後半 45 分  こどもの意見表明をどのように支えていくか 
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●なぜ、いま、こどもの意見表明なのか―学生の就活問題から考える 

 
最近の出来事 
〇ある大手家電の人事部長が訪ねてきた・・・・・ 
〇大学院ゼミ生、修士論文―テーマ「キャリア教育と子どもの意見表明権」 
事例  喜多ゼミ学生（早稲田大学文化構想学部）の「就活」問題  
〇５年ぶりの喜多ゼミ OB コンパ（就職して５，６年） 
〇喜多ゼミ４年生（しかいない）ゼミの就活報告会（2019 年 7 月）でのこと 
➡自分で自分のことを決められない子ども・若者たちが増えていること 

（若者の就活相談事業者の言葉でもある） 

Ⅰ なぜ、いま、こどもの意見表明なのか              
 
直接的な理由 
 ★「こどもの意見表明」をかなめとした「こども基本法」（2022 年 6 月成立）の効果               

                                 
〇「子どもの権利条約」の精神のもとでこども政策をこども家庭庁が総合的に推進する根拠

法（1 条） 
          
〇こどもの意見表明とは 

「全てのこどもについて」、 
① 「自己に直接関係する全ての事項に関して意見を表明する機会」（3 条 3 項） 
 ➡自己決定的な意見表明権 

 
② 「多様な社会的活動に参画する機会」の確保（3 条 3 項） 
 ➡社会参画的な意見表明権 

 〇この２つの「こどもの意見表明」に対して 
「全てのこどもについて、その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮される

こと」（3 条 4 項）（同旨：こども家庭庁設置法 3 条 1 項） 
    

国、自治体によるこども施策策定・実施・評価に当たってのこどもの意見反映の措置義

務（11 条） 
   ➡こどもの意見の尊重・最善の利益優先義務、「意見の反映」措置義務 



 

 
★なぜ、こども基本法を制定したのか？ 

〇政府の説明 
（少子化対策、縦割り行政の是正、「こどもまん中社会」（野田聖子大臣）、国連勧告等） 
〇民間の動き（日本財団、広げよう！子どもの権利条約キャンペーン委員会＝国際子ども

支援団体及び国内支援団体、181 団体）  
 
★私の見解：危機感の共有 

政治的立場を越えて―子どもの危うさは地域の危うさ、日本の危うさ  
〇少子化というよりマイノリティー化 

（年間 72 万人、15 歳未満人口 1400 万人台に、総人口比 11％台に） 
➽1 人の子どもが 9 人のおとなを相手に 

    ＊圧倒的なおとな支配社会―「自分では何も決められない」自信喪失世代？ 
 

資料１ 自己肯定感国際比較（『子供若者白書』）「世界最低水準」（内閣府） 
 
こどもがピンチ！➡子どもの意見表明が、子どもの力に 

（子どものエンパワメント） 
★こどもは自己決定、自己実現の主体、意見形成支援を 

    ―こども大綱（2023 年 12 月閣議決定） 
「こども・若者は、未来を担う存在であるとともに、今を生きている存在であり、保護者や社

会の支えを受けながら、自立した個人として自己を確立していく、意見表明・参画と自己選

択・自己決定・自己実現の主体である。」          『こども大綱』9 ページ 
「こども・若者が意見表明をし、社会に参画する上でも意見形成が欠かせないものであること

から、意見形成への支援を進め、意見を表明しやすい環境づくりを行う。」 
『こども大綱』10ページ。 

 
  〇「喜多、自分のことは自分で決めろよ」と仲間から苦言・・・高 2 が終わるころ 
 
  〇「72，9％なんてありえない。」 
   「みなさん、もう課題を見つけようとするのはやめませんか。なぜ、川崎の子ども 

が、4 人のうち 3 人まで自分に自信をもって生活しているのかを考えましょう」 
         （2003 年川崎市子どもの権利委員会「自己肯定感調査」をめぐって） 

 ★「自分で決める権利」「参加する権利」を条例化 
―川崎市子どもの権利条例（2000 年 12 月制定） 

（自分で決める権利） 
第１４条 子どもは，自分に関することを自分で決めることができる。そのためには，主と

して次に掲げる権利が保障されなければならない。 
（１） 自分に関することを年齢と成熟に応じて決めること。 
（２） 自分に関することを決めるときに，適切な支援及び助言が受けられること。 
（３） 自分に関することを決めるために必要な情報が得られること。 
 
（参加する権利） 
第１５条 子どもは，参加することができる。そのためには，主として次に掲げる権利が保 
障されなければならない。 

（１） 自分を表現すること。 
（２） 自分の意見を表明し，その意見が尊重されること。 
（３） 仲間をつくり，仲間と集うこと。 
（４） 参加に際し，適切な支援が受けられること。 
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 ★百聞は一見に如かずー札内北小学校の子どもたち 
 

北海道十勝・幕別町立札内北小学校 （5 分 DVD 鑑賞） 
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「子どもたちの目を見てください」（校長） 
 
＜今どき、こんな学校があるなんて！＞ 
大宮秀夫「悩みや戸惑いの連続」 
澤田・和田・喜多・荒牧編『子どもとともに創る学校』日本評論社、2006 年（以下同じ）、
2-3頁。 
 

「札内北小学校に転勤して早々、私は戸惑った。なぜなら、今まで経験してきたいわゆる普通の学

校とは、子どものようすも教職員の姿勢も学校のシステムも大きく違っていたからである。 

たとえばこんなことがあった。職員の朝の打ち合わせに子どもが出席し、先生方を相手に堂々と提

案する。内容は「来週、全校集会を開きたいので授業時間を２時間欲しい」という。その集会で各学

級対抗の紙飛行機とばし大会をするという提案である。それに対し先生方は実に協力的にあっさり承

諾するのだ。私は耳を疑った。普通の学校ではありえない光景である。たかが紙飛行機とばしに２時

間もかかるだろうか。それも実際に紙飛行機をとばすのは学級代表１名で、その他大勢は応援するだ

けの企画である。２時間もの大切な授業時間を使って、ほとんどの児童がただ見ているだけなんて、

不十分な点がたくさんある子どもの提案だ。しかし、先にも述べたとおり先生方は実に協力的にあっ

さりと承諾してしまった。 
 
＜待つ支援＝子どもの力への信頼＞ 
大宮秀夫・前掲『子どもとともに創る学校』3 ページ 
 

私はあとで先輩の伊藤先生に聞いた。私は疑問や悩みがあると伊藤先生に相談するようにしていた。 

「・・・・教えられるよりも失敗から自ら学んだほうが本当の力になる。問題が多い企画であって

も子どもたちをサポートしていこう。そこから得るものは大きい」と言う。「子どもの意見をできるだ

け実現することで、意見を言えば学校が変わるということを子どもたちは身を持って実感できる。先

生が子どもの意見を簡単につぶしてしまえば子どもたちは意見を言わなくなってしまう」と言うので

ある。私はなるほどと思った。本校の子どもは自分のやりたい思いをしっかり言うことができる。こ

れはこのような教職員の姿勢で培われていることなのだ。 

              

 

 



 

＜支援関係からパートナー関係へ＞ 
小林早苗「私たち教職員が変わること」 

前掲『子どもとともに創る学校』6 ページ。 
 
この取り組みのスタート当初、私たちは、できる限り口出し手出しをしないことを最大の目標としてい

た。私たちが口出しをすれば、すぐにおとなの言うことに傾いてしまう。自分たちで考え、判断しなくな

ってしまうからである。「黙って見守る」、これが私たちには一番つらいことだった。 

 これが後に、父母や地域の誤解を招くことにもなったのだが……。何年か続けていくうちに、子ども

が教職員を相対化できるようになって、私たちの関わりも変わっていった。「私たちも意見を言おう」。

「一緒に創ろう」。そこで手を挙げて私も発言する。しかし、影響するどころか、「……という意見もあり

ます。他にありますか」などと、さらりと言われて、話し合いにおいては、私が発言しても、特別ではな

く他の意見と同等の扱いになっていた。 

 
＜意見表明・参加が教師のエンパワメントに＞ 
宮澤裕希子「共に学ぶとは『共に居る』こと」 

前掲『子どもとともに創る学校』4-5 ページ 
 

赴任した当初、「学校の行事、自治活動のほとんどを（またはすべてを）子どもたちの手に委ねる」と

いう札内北小の実践に対して戸惑いがなかったといえば嘘になるが、現在の自分がこれまでで最も教師と

いう仕事を楽しめているのは紛れもない事実である。 

・・・・・・・・・・・・教師が善しとして描く、限られたレールに子どもたちを引き寄せてしまうので

はなく、子ども自らが創造・選択・決定し、本当の意味で失敗を糧としていけるような学びの雰囲気をつ

くっていくことが大切・・・・・・ 

・・・・・・自分なりに分かってきたことは、子どもが権利を行使できるという大きな軸を見失わなけ

れば、私たち教師はもっと学習集団の中に入ることができるし、その距離ももっと縮められるということ

である。共に学ぶとは、すなわち「共に居る」ことであって、子どもと教師が混在しながら学校づくりが

できるものだと感じている。年度が変わりまた春が来ると、学級の子どもたちとの野菜づくりが始まる。

今年は何にチャレンジしようかとわくわくしながら野菜選びをすることだろう。そしてその時も、子ども

たちと一緒にせっせとお世話をする予定である。稔りの秋を心待ちにしている学級の一員として、子ども

たちと同じ気持ちで臨みたいと思う。 

                             

＜保護者の願いー自己決定・自己実現の主体として育つ＞ 
高木美佐子「失敗を恐れず、のびのびと」 

前掲『子どもとともに創る学校』8-9 ページ 
 

わが家では、３人の子が札内北小でお世話になりました。今は２女が５年生に在籍しています。長男

が５年生のときから自主性を高め、意見表明・参加を大切にする取り組みが始まりました。最初の１、２

年は親からも批判などがあり、大変でしたが、今では自分たちで行事を決め実行しており、先生は影の力



 

となりアドバイスをしてくれ、一緒に良い方向に進んでいると思います。 

 この春卒業した長女は、卒業式に兄の学生服を着て出席しました。「ふざけてる」と思われたらと、

夫も私も悩みましたが、サッカーを４年間男子の中で１人になってもがんばっていましたので、長女の自

分らしさを主張した強い気持を受け入れました。担任の先生も碓かめていただきました。これも自主性の

発揮、意見表明の一つではないでしょうか。おかげさまで、今でも女子１人でもサッカー部にはいり、の

びのびと自分らしく中学生活を送っています。 

 自分らしさは、生きていくなかで、輝きも変わっていくと思います。決まったレールを進むのは楽で

すが、行き先も決まってしまいます。それより自分たちで四苦八苦して道をつくって進み、行き先はどん

なところ？と夢を大きく持っていく方が子どもにとっても良いのではないでしょうか。いろいろな面で今

の時代は恵まれており、考えて行動するよりも親や先生の指示どおりに失敗せずに進んで行き、困ったと

きは親が助けてあげることが多いような気がします。子どものためには、自主性を尊重し、意見表明・参

加を進めるやり方がとても大切だと思うのです。 

    
 
 

３ 子どもの意見表明権のもう一つの側面＝社会参画 
 

① 自己に直接関係する全ての事項に関して意見を表明する機会 
➡自己決定的な意見表明権 
 

② 多様な社会的活動に参画する機会の確保（3 条 3 項） 
➡社会参画的な意見表明権 
 

〇子ども・若者の社会参画の意義 
     

マララさん（女子の教育を受ける権利：ノーベル平和賞）、 
グレタさん（気候変動問題）、 
グレイクさん（貧困・差別問題－フリー・ザ・チルドレン・ジャパン） 

                 ＊詳しくは、市民教育、主権者教育に譲りたい。 
 
〇「おとなが期待する社会参加のヒーローをつくらない」（NCRC の教訓）  
                                             

「子どもの社会参加の場合は、社会活動への参加を先に置いてしまうのは違う。自分自身が人生

の主人公となるように、自分の人生に本当に主体的に参加すること、おとなとの関係が主体的

なもの同士の対等な関係でなければ「社会参加」は実現しない。…子どもが自分の人生の実現

のためにパートナーとして対等に生きていくこと、おとなが本当に対等な関係で参加するとい

うことがおとなにとっても幸せなんだということ」（坪井節子）          
（『季刊子どもの権利条約』15 号編集委員座談会より＝終刊号・エイデル研究所 2002 年 2 月） 
 

★おとなとの関係が主体的なもの同士の対等な関係でなければ「社会参加」は実現しない。

（マララさん、グレタさん、グレイクさんの場合―おとな社会との緊張関係）  

 
 



 

Ⅱ こどもの意見表明をどのように支えていくか 
 
 〇「喜多さん、二度と来ないよ。なんで僕らを呼んだんだよ！」 
    （ある年の NCRC 主催の 5 月 5 日こどもの日イベントにて） 
    ➡子どもの意見表明・参加でおとながエンパワメント、子どもは？ 
    ＜ふりかえり＞にて 

１） 子どもをゲスト化しないこと 
２） 意見表明・参加を支えるスキルをもつこと 

 
 ★子どもをゲスト化（お客様扱い）してはいけない！ 
   R.ハートの「参加のはしご」 

➡ 「あやつり」「見せかけ」的な意見表明・参加 
    ➡ 「真の参加」は子どもとおとなの「意思の共有」（共同決定） 
 
         資料 2 うずうず虫と参加の梯子（『わたしたちの独立宣言ポプラ社』』） 
 
「本当は、なにか、やりがいのあることを自分の力でやってみたい。けれど、その一歩が踏み 
出せない。きみの体の中には、動きたい、活動したい、生きている充実感をえたい、という虫 
がうずうずしているのだけれど、それを行動にすることができない。このうずうず虫は、きみ 
が人間らしく生きていくための大切な虫だ。 

この虫は、小学校や中学校などでいろいろな勉強を通して大きくなってきた。きみが一生懸 
命獲得してきた知識、情報、教養、能力はこの虫の栄養源であり、社会で活動してこそ意味を 
持つ。………………そんな目的をもって学んだはずの知識や教養、能力を試験以外で使う機会 
もなく、ただひたすら、ため込んでいただけでは体に悪いのはあたりまえだ。“うずうず虫” 
はそんなときに発生する」 
 
〇子どもの意見表明の現実に向き合う      

武蔵野市子どもの権利条例（2023 年 4 月施行）と子ども会議（ムサカツ） 
（市長の諮問機関として、意見提言権を持つ子ども会議の制度化） 

    子ども  対面的な意見表明は苦手 
         対面のリスク（意識高い系 KY 空気が読めない なまいき） 

➡安全な方法を求める傾向 
         ・・・・・意見箱、アンケート、SNS 意見聴取 
★おとなに忖度する子どもたちー子どもの本音はどこに？ 

 ➡「偽りの自己」の形成（臨床心理学） 
   ＝周りに合わせすぎて自己を見失うこと 

 
      高校生たちの声 子どもの権利条約フォーラム IN 宮城   
 

今の中高生は、学校の中で『すべきことに気づき、それに応える』という振る舞い方に慣 
れすぎています。だから『自分で好きにしてもいいよ』と言われえるとどうしていいかわ 
からず困ってしまいます。そんな状態の子どもを引っ張り出して、「さあ何でもいいから 
あなたのしたいことしなさい」と言われても、私たち高校生には助けになるどころか苦痛 
でしかない、というのが私たちの正直な思いでした。 

当時宮城で機会を与えたのに『乗ってこなかった』というおとなからの批判はずいぶんあり 
ました。でもそう言われる私たちにも言い分があって、これがきちんと伝わっていないのが私

たちにはつらい。それをきちんと知ってもらいたい、というのがこの企画に至った私たちの思

いです。 



 

★ こどもが安心して自由に意見を言える環境を創る 
〇スコットランド：子どもの意見表明支援のガイドライン 

安心して意見が言える 4 つの要素（＊） 
（space voice  audience  influence） 

＊ランディモデル：アイルランドのローラ・ランディ教授（クイーンズ大学 
ベルファスト・子どもの権利センター）が提唱 

〇「場」（space：意思表明の機会―前掲ガイドライン＝ランディモデル以下同じ） 
 ＊安心して自由に意見表明できる環境 
 ＊子どもの居場所であること 
 ＊継続的に経験できる仕組み 
➡意見表明できる環境＝物的環境 

                人的環境（アドボケイト） 
 
★ こどもアドボケイト（意見表明等支援員）の登場 

―指導者から子ども支援者へ 
〇子どもの意見聴取の義務化     2022 年 6 月 児童福祉法改正  

 〇子どもアドボカシー学会の設立   2022 年 8 月  
学会認定「アドボケイト」（意見表明等支援員）の養成 

（アドボケイト養成講座の全国化） 
アドボケイトの制度化・委託事業開始（厚労省） 

                     資料 3 アドボケイトはきみの味方だよ 
 〇こども・生徒の意見表明で校則改善 2022 年 12 月 文科省「生徒指導提要」改訂 
 〇自己決定主体としての子ども支援、そのための意見形成支援 

2023 年 12 月 こども大綱 閣議決定 
〇正規にこどもアドボケイトが活動開始 2024 年 4 月より 社会的養護の現場（任意） 

 
★こどもアドボケイト（意見表明支援）によるプロセス別の支援実践 
エンパワメント  
➡意見表出支援 ➡意見形成支援 ➡意見表明（意見代弁）支援 ➡意見実現支援 

                      
 ■意見表出支援   
 〇聴く支援① 「声」（voice：表明された意思―前掲ガイドライン） 
  ＊「大人が新しい力を持つ」       資料 4 ユニセフ『世界子供白書』2003 
 
  ＊公開授業（小 5）の「意見表明・参加」の授業依頼 
       ➡子どもの意見表出支援から開始      
      参考 子どもの権利条約関西ネットワーク制作（2000 円） 

『子どもの権利“なんでやねん”すごろく』 
 

■意見形成支援    
〇聴く支援② 「受け取り手」（audience―耳を傾ける者―前掲ガイドライン） 

   意見形成支援者＝子どもの伴走者（チャイルドラインの傾聴実践） 
    ヘルプラインとして いじめ等の暴力に対して  

自分は悪くない（権利の侵害）、相手が悪い ➡助けを求めていい 
  〇待つ支援―傾聴、指導助言ではなく子どもの意思の表出・形成支援 
           教えたいという欲求を押さえ、「自制する心」 
                     （ヤヌシュ・コルチャック孤児院長） 



 

        教育実践研究の新たな視点：「待つことで伸びた」という実践？ 
  ■意見表明（意見代弁）支援    

〇多様な立場の子どもたちの声を聴く 
 ＊児童養護施設、児相一時保護所の子どもたち（2022年法改正・意見聴取義務化） 
            ➡2024 年 4 月全国的にアドボケイトを導入 
＊障がいのある子ども   意見代弁支援 ⇔ 意見代替・代行行政 
＊外国にルーツのある子ども 

 
   ＊乳幼児の意見表明権 

条約 12 条、意見は views であり、opinion ではないこと 
意見を狭く捉えず、その子どもの感じたこと、見解、見方、感じ方  
国連では「乳幼児の意見および feeling 気持ちの尊重」 

国連・子どもの権利委員会第 40 会期(2005 年) 
「乳幼児期における子どもの権利の実施」に関する一般的意見 7 号  

    
■意見実現支援 
〇ユニセフ「意味のある参加」 
 「影響力」（influence―前掲ガイドライン） 
    ⇔ 形式的な意見表明 あやつり、見せかけ（R.ハート） 
      日本の教育 
      手法・教育方法としての意見表明・参加 

    ⇔子どもの権利としての意見表明・参加 
〇意思決定への参加と共有（共同決定＝パートナー関係） 

    ➡子どもの自己決定力、自己実現力を高めていく支援実践 
   
  よくある「一方的支援」批判―エンパワメントした子どもたちを見損なわないで！ 
              「意見を聴いてあげるという態度やめてくれませんか」 
    対等性の要求 ➡ 相互支援（パートナー）関係への移行 
 
★関係変革実践―指導関係から支援関係へ 
       支援関係からパートナー関係へ（札内北小の子どもと教師） 

   力関係、関係そのものを変えていく不定形実践＝説明しにくさ 広げにくい 
⇔ 固定された指導関係のもとでの定型的実践（教授・学習論―教えられて学ぶ） 

 さらにいえば 
〇「こども主導」（アドボカシー実践の原則）に直面して、 
 親、教師は➡教育的なイニシアティブ＝主導権を手放すことができるかどうか？ 

        子どもに力があることへの信頼感 
 
結びにーまずおとなが幸せでいてください 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
「・・・最後に、私たち子どもからおとなへのメッセージです。 
 まず、おとなが幸せでいてください。 
 おとなが幸せじゃないのに、子どもだけ幸せになれません。 
 おとなが幸せでないと、子どもに虐待とか体罰とかがおきます。 
 条例に『子どもは愛情と理解をもって育まれる』とありますが、まず、家庭や地域の中で、おとな同士

が幸せでいてほしいのです。子どもはそういうなかで安心して生きることができます。」 
     （川崎市編『市民グラフかわさき ひろば』59 号、20 ページ、2001 年 11 月発行） 
 
     資料 5―A/B  子どもたちの夏の課題図書としてお勧め 



 

講師プロフィール   喜多 明人（きた あきと） 
1949 年 7 月 21 日東京都に生まれる。立正大学教授、早稲田大学文学学術院教授を経て現在

早稲田大学名誉教授。文学博士（早稲田大学１９８７年）。日本教育法学会名誉理事、子ども

の権利条約総合研究所顧問（前代表）、子どもの権利条約ネットワーク代表、広げよう！子ど

もの権利条約キャンペーン委員会（181 団体）共同代表。 
多様な学び保障法を実現する会共同代表（2021 年 9 月まで）、学校法人東京シューレ葛飾中 

学校理事（非常勤）をへて評議員（2022 年 3 月まで）。NPO 法人東京シューレ暫定理事長

（2021 年 12 月まで）、代表理事をへて理事（2023 年 12 月まで）。 
これまで、東洋大学、法政大学などの講師を歴任。日本教育法学会理事。同学会事務局長、 

同学校事故問題研究特別委員会委員長を務める。、学校安全全国ネットワーク代表（2024 年 6
月まで）、チャイルドライン支援センターアドバイザー（元副代表）。 
■地元、東京・目黒での活動 

チャイルドライン東京ネットワーク代表、めぐろチャイルドライン代表。めぐろ子ども支援 
ネットワーク代表。子どもの権利条例東京市民フォーラム代表。目黒区子ども条例を考える区

民会議会長を務める。 
■自治体支援 

川崎市子ども権利条例調査研究委員会座長、同市子ども会議推進委員会等の条例関連役員を 
歴任。高浜市子ども憲章検討委員会委員長､日進市・三重県・津市・茅野市・世田谷区アドバ

イザー、長野県子どもの育ちを支えるしくみを考える委員会委員長、愛知県知多市子ども条例

検討会議会長、足利市中学生就労事故第三者調査委員会委員長をへて、武蔵野市子どもの権利

に関する条例検討委員会委員長（2023 年 3 月まで）。現在、小金井市子ども子育て会議委員

（2 期）。 
■主な著書（○印は単著） 
 ○「学校環境と子どもの発見」（エイデル研究所、1983） 
 ○「学校施設の歴史と法制」（学位論文：エイデル研究所、1987） 
 ○「新時代の子どもの権利」（エイデル研究所、1990） 
 ○「新世紀の子どもと学校」（エイデル研究所、1995） 
 ○「学校災害ハンドブック」（草土文化、1996） 

○「子どもの権利―次世代につなぐ」（エイデル研究所、2015） 
○「ぼくの最終講義録」（エイデル研究所、2020） 

■編著 
「子どもにやさしいまちづくり」（日本評論社、編著・2004）、同第 2 集（2013） 
「子どもとともに創る学校」（日本評論社、共編・2006） 
「逐条解説子どもの権利条約」（日本評論社、共編、2009） 
「解説子ども条例」（三省堂、共編、2012） 
「子どもの居場所ハンドブック」（日本評論社、共編、2013） 
「みんなの学校安全」（エイデル研究所、共編、2016） 
「教育機会確保法の誕生」（東京シューレ出版、共編、2017） 
「子どもの学ぶ権利と多様な学び」（エイデル研究所、2020） 
「今だから明かす条例制定秘話」（エイデル研究所、共編、2021） 
「多様な学びを創るー不登校支援から多様な学び支援へ」（東京シューレ出版、共編、2021） 
「市民活動のはじめの一歩―一人ひとりが子どもの権利の支え手に」（エイデル研究所、2022） 
■監修書 
「子どもへのハラスメント」（PHP 研究所、編集：ドリム社、2021） 
「きみはどう考える？人権ってなんだろう」全 3 巻（汐文社、編集：童夢、2021） 
「きみを守る・こども基本法」全 3 巻（汐文社、永田編、2024） 
＜連絡先＞ 
〒152－0034 東京都目黒区緑が丘２ー６ー１ 
TEL03－3724－4688 FAX03－3724－6622  E-Mail  kita@waseda.jp 
 



資料 1 

諸外国と比べて，自分自身に満足している者の割合が低い 

 

 

(内閣府『令和元年版 子ども・若者白書』より) 
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誰かに伝えたいことが
あったら、安心して話し
てね。一緒に考えるよ。 

あなたの話
はなし

を聴
き

き、あなたが望
のぞ

めばあなたが伝
つた

えたい人
ひと

にかわって伝
つた

えたり、あなた

が自分
じ ぶ ん

で伝
つた

えられるようお手伝
て つ だ

いをします。安心
あんしん

して話
はなし

を聴
き

かせてください。 

 

 

 

 

 

 

アニメ DVDをみて、アドボケイトのこと 

知
し

ってね 

 

こども 
ア ド ボ ケ イ ト 

っ て な ぁ に？ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

アドボケイトは約束
や く そ く

を守
ま も

ります 

ア ド ボ ケ イ ト の 約
や く

 束
そ く

 

話
はな

したい事
こと

があればなんでも聴
き

くよ。 

なんでも一緒
いっしょ

に考
かんが

えるよ。 

秘密
ひ みつ

はまもるよ。誰
だれ

にも言
い

わないよ。 

周
まわ

りのおとなに伝
つた

えたい事
こと

があったら、 

伝
つた

えるお手伝
て つ だ

いするよ。 

イヤになったら、途中
と ち ゅ う

でも話
はなし

は終
お

わっていいよ。 

 

 
 
 

 
 
 

 

  
 

話
はな

したい事
こ と

があっ

たら、予約
よ や く

カードに

名前
な ま え

を書
か

いて入
い

れ

てね 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

紙芝居
か み し ば い

・カード・本
ほ ん

等
な ど

を使って紹介
しょうかい

します 

 

①生 きる権利  

③守 られる権利  
 

④ 参加 する権利  
 

⑤言 う権利  
 

⑥ 聴かれる権利  
 

②育つ権利  
 

アドボックス 

一緒に遊ぼう 

誰
だ れ

かに伝
つ た

えたいことがあった

ら、安心
あ ん し ん

して話
は な

してね 

伝
つ た

えたいことや伝
つ た

えたい人
ひ と

、伝
つ た

える

方法
ほ う ほ う

を一緒
い っ し ょ

に考
かんが

えよう 伝
つ た

えにいこう 
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2

なぜ、いま参加なのか

世界では、あ ま りに も多 くのおとな仙 た とえば

女性仰 が、社会に全面的に参加する機会を否定さ

れて い る。 そ れ なの に子 ど も参 加 を奨励 す る と い う

のは、 ち ょっ と勇 み足 で は な い だろ うか。 開 発 途 上

国で は 1 億 5，00 0万人 の子 どもが 栄蕃不 良の状 態に

あり、 1 億 2 ，000 万 人 が 学 校 に行 けず 、 1 日 あ た り

6 ，000 人の若 者が H IV に感染 してお り、戦争 や児童

労働 に苦 しむ 子 ど もた ち もい る。そ ん な と きに なぜ 、

子どもた ちの声や意見に耳を傾 けることがそれ ほど

重要 なの だ ろ うか 。

なぜ ならば、意味のある、質の高い子 どもと青少

年の参加 を促進する ことは、彼 らの成長発達 を確保

する うえで必要不可欠だか らである。世界に横極的

に関 わ って い くよ う最初 か ら奨 励 され て きた子 ども

は、幼 児 期 を通 じてす くす くと発 達 す る力 、教 育 の

機会に敏感 に反応する力 を身につ けた子 どもとなる

だろ う。 また 、 自信 と、建 設 的 な 自己主 張 と、家 庭 、

学校 、 コ ミュニ テ ィ、 国 にお け る民 主 的 な対 話 ・ 実

践に貢献す る力 を備 えて、思春期 に移行 してい くこ

ともで きる はず で あ る。

なぜ な らば、子 どもたちは、参加す る機会があれ

ば自分 た ち の ま わ りの 世 界 を変 え られ る こ と を証 明

して きた か らで あ る。子 ど もた ちは、 お と なの理 解

を豊 か に し、 お となの 行動 に前 向 きな東 献 をで きる

「 私の名節ばへパも厚 着にを りか l・…・・できたらねノ

レ′レ ンの赦 民キャンプおよ乙〃 でレステナの生活の一腰 をパ レス

チナの若者たろか壊 し出 した写真よ り。

捷供 ：セ ー ブ・ サ・ チ ル ドレン美 園 （200 †年 1 月）

よ うな ア イデ ィア 、経 験 、洞 察 力 を備 えて い る。

なぜな らば、国連子 ども特 別絵会 （2002 年 5 月）

の締 め く くりに あ た っ て、 国 連 総 会が 「子 どもにふ

さわ しい世 界 」 を築 くと誓 った と き、 世界 の 指 導者

たち は 、子 ど もた ちの た め に とい うだ け で は な く、

子ど もた ち ととも に世 界 を変 えて い くとい う決 意 を

宣言 した か らで あ るG｝。

なぜ ならば、民主主義の構 築は、国際的 な平和 と

発展 に と っ て きわ め て 重 要 な問 題 だ か らで あ る ＝。

すべ ての人の権利 と尊厳の尊重、すべての人の多様

性の尊重、 自分 に影響 を及ぼす決定に参加す る権利

の尊重 といった民 主主義 の諸価値は、子 どもの とき

に初 めて 、そ して もっ と もよい 形 で 身 につ け られ る。

正続かつ意味 のある参加 は、子 どもたちが将来の社

会参加 に向けて準備 をす る機会である。参加 を実践

する子 どもた ちが 以上 の よ う な諸価 値 を理解 して い

くこ とを踏 まえ れ ば 、参 加 は よ くま とま った社 会 の

要であ り、 ひいては世界平和の要 にほか ならない。

なぜ な らば、 もはや参加 に関心 を向ける以外の選

択肢 は な いか らで あ る 。 参 加 した い とい う意 欲 は 、

すべての人間に生 まれなが らに備 わっている。 その

意欲は、新たに生まれたすべての赤ん坊のなかにあっ

て発 揮 され る の を待 ち構 えて お り、 今 日の 世 界 に

T HE STAT〔O F  T H E W O R L D － S C H t L D R E N 2 0 0 3
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図2 民主化の度合いを高める世界

民主的体制の増力ロと専制主義の衰退

（ 国数）

6 7

中l

1 3

8 2 もっとも民主的

中間

2 6 専制主義的

1985 1990 1995

出典 ：P olity lV 20 02．U N D P 「人間開発報告書2 002 」 より引用

存 在 す る 20億 人 の 子 ど もた ち ひ と りひ と りの なか に

壬あって、外か らの刺激 を待 って いるのである。

そ の 意欲 が 尊 重 され も育 まれ もせ ず 、子 ど もた ち

がお となによって排 除、あるい は、無視 されれば、

子 ど もが コ ミュニ テ ィに貢 献 で きる可 能 性 は損 なわ

れ る。 そ うい う子 ど もた ち は、 自分 が 取 り扱 わ れ た

の と同 じや り方で仰 す なわ ち社会か ら見捨て られ

た存在 として叩 行動 し、エ ネルギーや創造性 を下

位 文化 の ほ うに 向 け て、 よ くま と まっ た社 会 の 創 造

には 用 い な くな る可 能性 が 高 い 。

何 百万 人 もの 子 ど もた ちが 飢 え、病 気 に な り、 あ

るいは搾取 されている現代 にあって、重安 なのは子

どもが 参加 す る か ど うか で は な く、 どの よ うに参 加

す る か とい う問 題 で あ る。私 た ちが い ま向 上 させ な

けれ ば な らな い の は、子 ど もた ち どう しの 相 互作 用

の質であ り、すべ ての子 どもたち と社会環境 との相

互作用の質にほかな らない。

1 0 なぜ、いま参加なのか

2 000

静かな革命

この20年 間 とい う もの 、お とな 、 親、 教 員 、指 導

的立場 や意思決定 を行 う立場 にあ る者、公的機関、

市民社会の各層お よびあ らゆ るレベ ルの政府 は、生

存、発達、保護お よび参加 に対する子 どもの権利 を

保障す る責任 を、共同で果たす よう求 められて きた。

そして、 そ の 年 月 を通 じて次 の よ うに多 くの教 訓 が

得られ て きた。す な わ ち、家庭 、親 、コ ミュ ニ テ ィ、

地元 公 的 機 関 と ともに 活動 す る こ とに よ り、子 ど も

の発 達 にふ さわ しい 条 件 を生 み 出せ る こ と。 政 策 の

立案 、実施お よび評価には、その政策によって影響

を受 け る人 々 自 身が 参 加 しな けれ ば な ら ない こ と。

差別 と排 除は人的資源の損失 につ ながること。 開発

援助 に つ ぎこ まれ て きた数 百万 ドルの お金 と、 世界

中で 行 わ れ て きた 数千 もの プ ロジ ェ ク トは、 人 々 の

声と現実に耳 を傾け、そこか ら学 ばなければならな

いこ と を示 して きた の で あ る。

こ う した 教 訓 は、 最 近 まで 、子 ど もや 若者 を対象

（旬
＼＼＼J



以 上 は 、 さ まざ まな状 況や さ まざ まな文化 か ら集

められ た多 くの実 例 の 中か ら、 2 つ の例 を頼 介 した

にす ぎな い。 これ らの実例 ほ、子 ど もや若 者 が貢 献

の機会 を与えられれば、他の方法では達成で きなか

った か も しれ ない変 化 を もた らす こ とが で きる とい

うこ と を 示 して い る の で あ る 。

存在す る2 0値 入の 子 どもた ち ひ と りひ と りの なか に

あって、外 か らの利 敵 を待 っ てい るの であ る0

そ の意欲 が 尊重 され も育 まれ もせず 、子 どもた ち

がお と なに よ って排 除、 あ るい は、 無 視 され れ ば、

子ど もが コ ミュニ テ ィに貢 献 で きる可 能性 は損 な わ

れ る。 そ うい う子 ど もた ちは 、 自分が 取 り扱 われ た

の と同 じや り方で〟 すなわち社会か ら見捨て られ

た存在 として〟 行動 し、エ ネルギーや創造性 を下

位文 化 の ほ うに向 けて 、 よ くま とまった社 会 の創 造

には 用い な くな る可能 性 が高 い 0

何 首 万 人 もの子 ど もた ちが 飢 え、病 気 にな り、 あ

るいは搾取されてい る現代にあって、重要 なのは子

ど もが 参加 す る か どうかで はな く、 どの よ うに参 加

す るか とい う問題 で あ る0 私 たちが い ま向 上 させ な
t

け れ ばな らない の は、子 どもた ち どう しの相 互作 用

の質 で あ り、す べ て の子 ど もたち と社 会 環境 との相

互作 用 の質 に ほか な らない 0

1 0 なぜ、いま参加なのか

お となの力 を伸 ば してい く

世代 に よっ て、立 ち向 かわ な けれ ばな らない課題

は変 わ っ てい く。 子 どもた ちに 、そ して子 ど もた ち

の意 見 に耳 を傾 け る こ とは、私 た ちの 世代 が直 面 し

ている課題のひとつである。今年の ㌻世界子供自書 j

は、 こ う した点 に関 す るお となの茸任 に焦点 を当て

てい る。 す なわ ち、 子 どもた ちに意見 を求 め 、そ れ

を真剣に考慮す る賓任と、子 どもが世界 に正統かつ

意味 の あ る形 で 参加 す る力 を伸ばせ るよ う、 その手

助け をす る責 任 で あ る。

そ の ため に は、お とな 自身が 新 しい力 を伸 ば して

いか な けれ ばな らない。 私 た ちは、 子 どもや若 者の

・ Jノヒゴ JL 」しI Eロ▲L ・一 1 †1 ＝I＿L －l－1・ト イIも ー ′n 点 描 ・ナ、＝ヒ 8トI ユ亡
志兄 甘 利 禾 臼リl－亡‖ さロユ，刀 拡 、 1反 りり タ 仰 ／よr ‾丁ご

まざ ま な 自己表現 の しかた を認 識す る方 法、 そ して

彼らの メ ッセー ジ を 1 それが 言 葉 に よる ものであ る

かそうでないかを問わず、解釈す る方法を学ばなけ

れば な らない。 私 た ち は さ らに、 子 ども と若 者の 意

見に苛 が鱒 け られ 、正 当に考 慮 され る積金 と、 時 間

と、 安心 で きる空 帯 を確 保 しな iテれ ばな らない（…そ

L て 、子 どもや若者 の メ ッセ ー ジ と意 見 に適切 を彰

● l ■ ■ ▲ ●－ i ． ．ニ■ ▲ ．で応 え る宵E刀 菅伸 ば して いか な け才Lほ な り諾 い。

今 年の 自書で ユ ニセ フが 目指 す の は以 下 の こ とで

ある。

●若者 が 家 庭、学 校 、 コ ミュニテ ィお よ び国 の中で

の生活に積極的 に参加するこ との重要性、根拠、

価値お よび美行可能性 に射 し、 l－・籠の人 々の関心

を促す こ と。

子どもたちの声が聴 かれなければな らない
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大切にしたい、
自分の気持ち

1
自分の好きな服が着たい！

子どもが自ら読んで考えることができる、
もっともわかりやすい人権問題のシリーズ！

考えてみよう、
まわりの気持ち

2
友だちと意見が合わないとよくないの？

みとめよう、
それぞれの違い

3
性別や国籍で差別しない・されない

 

 

「休
やす

む」「遊
あそ

ぶ」も大
たい

切
せつ

な子
こ

どもの権
けん

利
り

本
ほん

当
とう

は塾
じゅく

に行
い

くよりも

外
そと

で遊
あそ

びたい

● 親
おや

がすすめてくれたこ
とより、

 やりたいことがあ
るときは、

 どうやって伝
つた

えたらよいと思
おも

う？

　親
おや

は「子
こ

どものため」と思
おも

って、勉
べん

強
きょう

や習
なら

い事
ごと

をさせたり、言
い

うことを聞
き

かせ

ようとすることがあ
る。それが本

ほん

当
とう

に子
こ

どものためになるこ
ともあるし、子

こ

ども

がおとなになってか
ら役

やく

に立
た

つこともあ

る。

　だけど、子
こ

ども自
じ

身
しん

がやりたいと思
おも

っ

ていることを犠
ぎ

牲
せい

にしてやらされるこ
と

は、本
ほん

当
とう

に子
こ

どものためなのかな
。

第
だい

31条
じょう

  休
やす

む権
けん

利
り

、遊
あそ

ぶ権
けん

利
り

子
こ

どもは、休
やす

んだり、遊
あそ

んだり、文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

する権
けん

利
り

をもって

いる。

子こ

ど
も
の
権け

ん

利り

条じ
ょ
う

約や
く

かんが

　子
こ

どもは自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちを表
あらわ

す権
けん

利
り

が

あるし、親
おや

は子
こ

どもの言
い

い分
ぶん

も聞
き

くべき

なんだ。さらには、
子
こ

どもは「休
やす

む権
けん

利
り

、

遊
あそ

ぶ権
けん

利
り

」ももっているんだ
よ。これは、

休
やす

むことや遊
あそ

ぶことが子
こ

どもの成
せい

長
ちょう

に

必
ひつ

要
よう

なことだから。自
じ

分
ぶん

の好
す

きなことを

したいと親
おや

に伝
つた

えることは決
けっ

して悪
わる

いこ

とではないんだ。自
じ

分
ぶん

の本
ほん

当
とう

の気
き

持
も

ちを

伝
つた

えるのは勇
ゆう

気
き

のいることかもしれ
ない。

でも、おとなになっ
ていくために大

たい

切
せつ

な

ことなんだ。

毎
まい

日
にち

、塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

で忙
いそが

しくてつかれちゃっ
たことはない？

そんなときはどうし
たらいいと思

おも

う？

今
いま

、通
かよ

っている塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

は

お母
かあ

さんにすすめられ
たから行

い

っているよ。

たまに、つかれち
ゃうけど

お母
かあ

さんをがっかりさ
せたくないから

がんばらなきゃと
思
おも

っちゃうんだ。

わたしも、将
しょう

来
らい

のためになるから
と

言
い

われたから、塾
じゅく

に行
い

っていたけど……

本
ほん

当
とう

に自
じ

分
ぶん

のしたいことなの
か

わからなくなっちゃ
った。

わたしは、自
じ

分
ぶん

から「塾
じゅく

に行
い

きたい」と

お願
ねが

いして、通
かよ

っているの。

だからこそ、がんば
ろうと思

おも

えるんだ。

それに、少
すこ

し休
やす

みたいときはちゃ
んと

お母
かあ

さんに理
り

由
ゆう

を伝
つた

えると、

わたしの意
い

見
けん

をみとめてくれる
よ。

前
まえ

に、なんだかつか
れていたとき、

習
なら

い事
ごと

を休
やす

んで思
おも

いっきり

友
とも

だちと外
そと

で遊
あそ

んだら

とてもすっきりした
気
き

持
も

ちになったよ。

遊
あそ

ぶことって、元
げん

気
き

を出
だ

すためにも

必
ひつ

要
よう

なのかもね。

本
ほん

当
とう

はぼくだって、たく
さん遊

あそ

んだり、

たまには休
やす

んだりしたいけど
……

親
おや

やまわりの人
ひと

に、「サボってる」
って

思
おも

われたくないんだ
。どうしたらいい

んだろう。

はな

勉
べん

強
きょう

や習
なら

い事
ごと

でつかれちゃったと
き、

少
すこ

し休
やす

んだり遊
あそ

んだりすることは悪
わる

いことなのかな？

休
やす

んだり遊
あそ

んだりすることのよ
いところはなんだろ

う？

かんが
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高
こう

齢
れい

になると、どんなことが
大
たい

変
へん

になるの？

サポートし合
あ

って生
い

きていく

● 高
こう

齢
れい

になるとどんなことが むずかしくなるの？
● 高

こう

齢
れい

者
しゃ

にはどんな支
ささ

えが必
ひつ

要
よう

？

　高
こう

齢
れい

者
しゃ

とは一
いっ

般
ぱん

的
てき

に65歳
さい

以
い

上
じょう

の人
ひと

のことをいうよ。子
こ

どものきみたちには想
そう

像
ぞう

しにくいけれど、高
こう

齢
れい

になると知
ち

識
しき

や経
けい

験
けん

は増
ふ

えても、体
たい

力
りょく

や感
かん

覚
かく

はおとろえていく。耳
みみ

が遠
とお

くなったり、立
た

ったり座
すわ

ったりするのがつらいなど、若
わか

い頃
ころ

にはできたことがむずかしくなってしまうんだ。家
か

族
ぞく

や社
しゃ

会
かい

を支
ささ

えるためにずっと働
はたら

きつづけてきたのだから、高
こう

齢
れい

になったとき、あちこち調
ちょう

子
し

が悪
わる

くなるのは当
とう

然
ぜん

だよね。

　きみたちも歳
とし

を重
かさ

ねれば、必
かなら

ずいつかは高
こう

齢
れい

者
しゃ

になる。そのとき、まわりにたくさんの人
ひと

がいて、優
やさ

しくしてくれたり、むずかしくなったことをサポートしてもらえたら、とても助
たす

かるし、うれしいよね。未
み

来
らい

も今
いま

も、すべての人
ひと

が安
あん

心
しん

してしあわせに暮
く

らせる社
しゃ

会
かい

であるように、高
こう

齢
れい

者
しゃ

の願
ねが

いや苦
く

労
ろう

も知
し

って、自
じ

分
ぶん

にできることを考
かんが

えてみようよ。

かんが

高
こう

齢
れい

者
しゃ

ってどんなイメージ？　どんなサポートをすれば喜
よろこ

ばれるかな？
おばあちゃんは、わたしが話

はな

しかけても無
む

視
し

するから苦
にが

手
て

だったの。でも、耳
みみ

が遠
とお

いせいだとわかったんだよね。大
おお

きな声
こえ

でゆっくりと話
はな

すようにしたら、ニコニコ答
こた

えてくれるようになったよ。

親
しん

戚
せき

のおじいちゃんは、いつも
同
おな

じ話
はなし

ばかりするんだ。
ひとり暮

ぐ

らしだから、話
はな

す相
あい

手
て

がいなくてさみしいのかもしれない。ぼくも
話
はな

し相
あい

手
て

がいなかったらさみしいから、今
こん

度
ど

会
あ

ったときは、めんどうがらずに、話
はなし

をちゃんと聞
き

いてみよう。

この前
まえ

、重
おも

そうな荷
に

物
もつ

をもって
よろよろ歩

ある

いているおじいさんを
見
み

かけたんだ。そしたら、中
ちゅう

学
がく

生
せい

くらいの男
おとこ

の人
ひと

が「お手
て

伝
つだ

いしましょうか？」と声
こえ

をかけて、荷
に

物
もつ

をもってあげてたよ。かっこよかったな。

歳
とし

をとってからひざが悪
わる

くなり、思
おも

うように歩
ある

けないのです。車
くるま

の免
めん

許
きょ

も返
へん

納
のう

してしまったので、もし地
ち

域
いき

のバスが廃
はい

止
し

になってしまうと、どこにも行
い

けなくなってしまいます。そうしたら、友
とも

だちやきょうだいにも会
あ

えないし、楽
たの

しみが減
へ

ってしまいます。

はな

かんが

第
だい

13条
じょう

  個
こ

人
じん

の尊
そん

重
ちょう

と生
せい

命
めい

・              自
じ

由
ゆう

・幸
こう

福
ふく

追
つい

求
きゅう

の権
けん

利
り

すべての国
こく

民
みん

は個
こ

人
じん

として尊
そん

重
ちょう

され、生
せい

命
めい

を守
まも

られ、他
た

人
にん

の人
じん

権
けん

を侵
しん

害
がい

しないかぎりにおいて、自
じ

由
ゆう

とそれぞれの考
かんが

える幸
こう

福
ふく

を追
つい

求
きゅう

することができる。

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う 「移

い

動
どう

の自
じ

由
ゆう

」は基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

のひとつ
　日

に

本
ほん

国
こく

憲
けん

法
ぽう

第
だい

22条
じょう

や世
せ

界
かい

人
じん

権
けん

宣
せん

言
げん

第
だい

13条
じょう

では、「居
きょ

住
じゅう

と移
い

動
どう

の自
じ

由
ゆう

」が基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

のひとつと決
き

められているよ。だれもが、いつでもどこでも、自
じ

分
ぶん

の意
い

志
し

で自
じ

由
ゆう

に移
い

動
どう

したいと思
おも

うのは、ごく当
とう

然
ぜん

のことだよね。公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

や公
こう

共
きょう

の建
たて

物
もの

はバリアフリー化
か

が進
すす

んでいるけれ

ど、高
こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

がい者
しゃ

が実
じっ

際
さい

に外
がい

出
しゅつ

しようとすると、まだまだこまることもある。　近
ちか

い将
しょう

来
らい

、世
せ

界
かい

中
じゅう

でもっと高
こう

齢
れい

者
しゃ

が多
おお

くなると予
よ

測
そく

されているから、どうしたらいいか、社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

で考
かんが

えていく必
ひつ

要
よう

があるんだ。

スマホの
メールのやり方

かた

を
教
おし

えてね。

おばあちゃん、
今
こん

度
ど

、あやとりを
教
おし

えてね！

地
ち

域
いき

のバスは、
絶
ぜっ

対
たい

になくさないで
あげてほしいな！
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「人権」ときくと、きみは
どんなことを思いうかべる？

「むずかしいもの」「自分にはあまり関係ない」
と思っていないかな？

でも、人権はだれにとっても身近で、
しあわせに生きていくために必要なものなんだ。
このシリーズを読んで、身近な人権について、

いっしょに考えてみよう。
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